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披 露 式 典 並 び に祝 賀 会 に つ い て
所 長 鈴 木 謙 爾
1995年5月30日(火)の 美 しく晴れた初夏の午 そ して東北大学研究所連絡会議代表の宮本信雄電気
後、「東北大学金属材料研究所新研究棟(2号 館 ・3号 通信研究所長か らそれぞれ御祝辞 を頂戴 しました。
館)竣 工、 スーパーコンピュー ター導入及び本多記 工事経過については萩原久和東北大学施設部長か ら
念館整備披露式典並びに祝賀会」が仙台東急ホテル 詳細な報告が行なわれましたが、新研究棟2号 館な
におよそ300人 の出席者を迎えて盛大に行なわれま らびに3号 館の内容は庄野安彦教授(土 地建物利用
した。 この長い名称 の式典 ・祝賀会 に合わせて、本 計画委員会委員長)に よって、スーパーコンピュー
研究所の新研究棟2号 館、3号 館そ してスーパーコ ターの活躍ぶ りは川添良幸教授(材 料科学情報室
ンピューター棟の公開 ・見学会 も行なわれました。 長)に よって、IMR誌 上で既に紹介されていますの
本研究所が学内附置研究所か ら全国大学共同利用 で、ここでは紙面の都合 もあり繰 り返 しません。本
研究所へ改組されたのは1987年5月 のことですが、 多記念館整備委員会委員長である増本 健教授から
この年 の3月 には完成 した新研究棟1号 館で研究が は、本多記念館を整備 ・永久保存するに至 った趣旨
本格的に開始 されま した。1991年 は本多光太郎先 が説明された後、本多先生をは じめとする金研の伝
生が本研究所を創立 されて75周 年 にあたり、5月 に 統を築 きあげてこられた諸先輩の輝か しい業績を紹
記念講演会 と祝賀会が行なわれました。 このとき集 介する本多記念室 と展示室、金属学に関連する歴史
め られた募金の一部を割 いて、本多記念館を整備 的学術文献を保存する資料室、本研究所の研究活動
し、永久保存することが計画 されました。 その後、 を広 く社会に公開するための技術相談室等 にっいて
1993年12月 に新研究棟2号 館、1994年5月 にスー 詳 しい報告がありま した。最後に、一連の工事施工
パーコンピューター棟そして12月 に新研究棟3号 館 を担当された会社に感謝状が贈呈されま したが
、特
と本多記念館が引き続いて竣工 しました。全国共同 に本多記念館の展示室の整備 に奔走 していただいた
利用研究所への改組 ならびに新研究棟1号 館竣工の 菅井 富氏には感謝状を差 し上げて労 いの意を表 し
披露は1987年10月 に行なわれま したので、その後 ました。式典は、金研の重厚な歴史を語る厳粛な雰
に出来上がった新研究棟2号 館、3号 館、スーパーコ 囲気の中で明日への力強い歩みと希望を私達所員に
ンピューター棟そして整備 された本多記念館の披露 与えるもので した。
を今回行なった次第です。 祝賀会は、式典のあとしば らく休憩を してか ら
、
式典は、広川吉之助教授の司会で始 まり、金研所 式典 と同じ場所で開かれました。山口泰男教授の司
長 として私が式辞を述べた後、西沢潤一東北大学総 会により、華やか且つ寛 いだ雰囲気の中で進め られ
長か ら御挨拶、続いて文部省の岡崎 トミ子政務次官 ました。研友会会長の和泉 修名誉教授から御祝辞
一2一
をいただき、最長老の今井勇之進名誉教授による乾 影)を ラベルにした紅白ワインー対をお持ちいただ
杯の音頭で祝賀会はいやがうえにも盛り上が りまし きました。 この金研記念 ワインは本記念行事におけ
た。私の乏 しい文才ではこの光景を記述すること如 る力作 と秘かに自負 しているのですが、如何で した
何とも為 し難 く、誠に口惜 しい思いをいたしており でしょうか。最後になりましたが、本記念行事を最
ます。瞬 く間に2時 間が過ぎ去 り、祝賀会はお開き 初か ら最後まで誠心誠意支えていただきました実行
となりましたが、お帰 りに際 して参加者各位には安 委員、特に事務部の方々のご努力に対 しまして、こ
井曽太郎画伯 の傑作である 「本多光太郎先生 肖像」 の場をお借 りして心より御礼申 し上げます。
と新装 なった金研 キャンパ スの写真(菅 井 富氏撮








技 術 部 長 平 井 敏 雄
今年(平 成7年)の4月 から藤森教授の後を うけて 課題は次のようなものであり、技術部職員と共に考
小生が技術部長に任命 された。昭和37年 に本所助 えていきたい。
手 として任官 して以来の技術系職員との古い付き合1)自 己点検 ・評価の実施
いか ら、近いうちに小生に技術部長職が回 ってくる2)将 来像の提案
であろうと覚悟 はしていたので、鈴木所長か ら打診3)技 術室のあり方
があったときに、逃げ回 らないで こころよ く(?)4)大 学統合技術部組織の検討
お引き受 けした。
技術部は昭和60年 にそれまでの工場 と共通室が
併合 されてできた。技術部長は、初代の仁科雄一郎 【平成7年 度 に技術部 に設置 された大型設備 】
教授から鈴木謙爾教授、藤森啓安教授へと引き継が
れてきた。その間、度重なる組織改革が行われ、現 ◇ 技 術 室◇
在の技術部の基礎が作 られた。平成5年 に、行政職 精密NCフ ライス盤(マ キノ製BN1-85)








・ この技術室 と評価室が現在の技術部とし の加工が可lig
.将 来 は働 なNC工 作機械鱒
てまとめられている。現在では、技術室は61名 の技 入 し
、CATIANに よ りオ ンライン化 を図 りた術職員か ら




って運営 されているので、小生 は過去の技術部長の ◇ 評 価 室◇
よ うに組織運営の苦労 は しな くて もよさそうであ イオ ンクロマ トグラフ ィー(横 河一IC7000S)
る・ 水溶液中に陰イオン(塩 化物イオン
、硫酸
そこで、技術部の現実的な事柄 は両室長に任せ イオンなど)ま たは陽イオン(N
a、K、Caな
て・小生は技術部の将来 に関連する諸問題を取 り上 ど)と して勧 て低灘(
ppt-ppm)に 存げた
いと思っている・技㈱ 職員に対する技㈱ 長 在する元素を定量出来る
.金 属試榊 の微
就任挨拶において、小生は 「技術部の現状 に危機感 量塩化物 イオン
、硫酸イオン、 リン酸イオ










翼 瑚一劇 」 ㌔馴蟻
⑳'ヂ 門 昌葦 一 ・臨
技術室:評 価室:
精密NCフ ライス盤(マ キノ製BN1-85)イ オンクロマ トグラ7イ ー(横 河一IC7000S)
●技 術部 職 員2名 受 賞 ●
本研究所技術室技官山口久氏が日本金属学会研究技術功労賞を受賞 しました。贈呈式
は平成7年4月4日(火)東 京理科大学記念講堂において行われました。
○ この賞は、多年 にわたり卓越 した技術により金属の試験および研究上欠 くことカ{出来
ない装置の製作、試料調整測定および分析などを通 じて他の方々の研究成果に大いに貢
献 し、功労のあった方に対 し、日本金属学会から贈 られるものです。
本研究所技術室技官末永裕氏が粉体粉末冶金協会技能賞を受賞 しま した。授賞式は平
成7年6月27日(水)早 稲田大学国際会議場において行われました。
この賞は、研究または技術の現場において多年 に亙 り卓越 した技能により、その分野
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KamanioCHATTOPADHYAY博 士 は イ ン ド理 科 大 学 の 教 授 で 、 非 平 衡 材 料 プ ロ セ ス を 専 門 と す る 研
究 者 で あ る 。1994年12月15日 か ら1995年6月14日 ま で の6ヵ 月 間 、 本 研 究 所 の 客 員 部 門III種 物 質 創
製 学 研 究 部 門 の 客 員 教 授 と し て 招 聰 さ れ た 。 こ の 間 増 本 研 究 室 と の 共 同 で 、 「液 体 急 冷 お よ び メ カ ニ カ
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陶瑞宝先生 は中国 復旦大学物理学 科教授で あ り、同時 にT.D.Lee研 究所所長 、上 海物理学会会長 という
重責 も担 ってお られ る。同教授 は1994年7月 か ら1995年1月 まで本研究所 日立 寄付研究部門客 員教授
と して滞在 され、本研究所 の合金設計 制御工学研究部門 を中心 とす る多 くの研究者 と、量子 スピ ン模型
によ る磁性 体多層膜 を対象 と した理論お よび シ ミュ レー ション研究 を精力的 に行われた。特 に巨大磁 気
抵抗 で興味 を持 たれている磁性 体多層薄膜 に対 する理論的解析手法 を導 出 し、本 所の専用 スーパー コ ン
ピュー ターを活用 した シ ミュ レー ション計算 によ り、 この構造体 の磁気構造 を明 らか にす る ことに成功
された。陶先 生の御縁 で本所 の川 添教 授が復旦大学 の顧問教授 として招聰 された ことによ り、今 後両大
学間 の交流 が よ り密接 になる もの と期 待 され る。
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外から見た金研
宿 飯 、銅鉄主義、場 当た り主義
吉 成 武 久
(山形大学理学部 教授)
私が東北大学の4年 生の時に第1次 石油 ショック 実験 させて頂 きま した。 この実験の際には、難波先
があり、大学院を出 るころには第2次 石油 ショック 生(現 在神戸大学)に 一か ら十まで、手取り足取 り
後の景気低迷期で した。全国的な第2学 科増設の人 で教えて頂 きました。言 ってみれば、や くざの ドス
事 も一段落 し、 オーバー ドクターがあふれた時期 のように、結晶だけを懐に、あちらの親分こちらの
で、私 も人並みにオーバー ドクターを経て、最後は 親分の情けにすがって、一宿一飯のやくざのような
喉 謙 難 難 灘 灘 撤 莚驚 研灘 騒 轟 員となるお言舌力鯉学部
大学の現実を暴露 します と、旧文理学部時代の人事 物理教室の後藤武生先生(旧 上田研の先輩)を 介 し
のしこりがいまだに残っており、なかなか解消 して てあり、1月 か ら6月 まで金属材料研究所 に受 け入
おりません。色々な分野を少ないスタッフでカバー れて頂きました。またまた雨露をしのぐひさしを貸
したために、教官の専門分野はひとりひとり異なっ して頂いたわけです。 これまで私 は、2次 元磁性体
ており、各人が独立 して研究 しています。研究費は のひとっ として知 られていたアルキルア ンモニウム
平等 に分配するため現在は年間約70万 円程度で、こ 金属ハ ライ ド(CnH2n+1NH3)2MX4を 用いて、光 に
の中か ら雑誌代やらコピー代のような消耗品までま よって誘起され る金属析出現象の研究を行ってきま
かないます。そんなわけで、赴任 して先ず最初に、 した。低次元物質を扱 っていることか ら、後藤先生
この少 ない研究費をいかに有効 に活用す るかを考 にお声をかけて頂いたものと思います。 ところがこ
え、金のかか らない試料作 りを検討 しま した。水溶 の系は、電子格子相互作用が強 く、素励起である励
液の蒸発法で試料をつ くるのが一番簡単で した。1起 子が動 きにくいために、「ナノスケール構造制御
年ほど試行錯誤を繰 り返 して、アルキルアンモニウ 機能材料の開発」 という新 プロジェク トの趣旨か ら
《 ム鋸 ハライ ドを手がけるようになりま した.測 定 はずれるもので した.そ こで急遽、沃化スズへ方向
は全国共同利用施設を活用することを考えました。 転換することとなりました。いかにも場当たり的で
ところが全国共同利用施設といいましても、実際に すが、昨年末か らこの物質の試料作りに取 り組み始
実験 を しようと します と、測定装置が整 っておら めてはいました。上のような状況の変化で、半年の
ず、なかなか一筋縄ではいきません。そんなわ け 間になんとか成果を出す必要に迫 られ、自転車操業
で、東北大学時代の上田(正 康)研 究室の先輩の松 を しているうちに任期の半年が過ぎようとしていま
山先生が居 られる京都大学原子炉実験所の共同利用 す。
で細々と仕事をし始めま した。測定に必要な実験装 沃化スズにたどり着いたのはちょっとした偶然か
置はそっくり松山先生のものをお借 りしました。 ま らで した。私 も以前か ら人並み以下程度には、微粒
た東京大学物性研究所の共同利用施設である軌道放 子状態に興味をいだいておりま した。 ところが微粒
射光(SOR)も 使わせて頂きました。 この時は、や 子を扱 う場合に1番 難 しいのは、粒子サイズをそろ
はり上田研の先輩にあたる池沢先生(現 在東北大学 えることではないかと思います。その点 で、東北大
科学計測研究所)の 測定装置をそっくりお借 りして 学理学部の野末先生と後藤先生がやられたゼオライ
ー11一
外から見た金研
トの仕事は、私 にとっては示唆に とんだもので し
た。一定の大きさの器に試料を入れて微粒子の大 き
さを制御するという発想 に刺激 されて、2年 ほど前
か ら山形大学で学生 と一緒に、 シクロデキス トリン
(CD)を いたずらしてお りま した。これはガラスコ
ップの底をとったような筒状の物質で、内径が8.5









すか ら、120℃ 以上に熱 します と焦げてしまいます。
そこで融点の低い物質として沃化 スズ(Snl4)に た
どり着きました・銅鉄蟻 と場当たり主義の混成で 〒990蠕 綴 轟 鰯 丁94--12
しょうか。 そんな訳で現在、後藤先生の研究室に逗 吉成 武久 教授




け りがつ いた ら、次 は どなたの軒下 をお借 り してい
る ことで しょうか。
(
吉成武久山形大学教授(1995年4月 か ら)は 、本研究所の客員研究部門1種 の新素材開発施設 ・併任助教






代表 者 前 川 禎 通
(名古屋大学工学部 教授)
1.は じめに セッション1高 温超伝導体
酸化物高温超伝導体が発見されて約9年 が経過 し 一 座長=小 林典男(東 北大金研)
耐 謡 懲 雛 篇 隊 熱 綴 難 ◆中性子による高温超伝導研憲鹸 夫(東」ヒ大理)
た。一つは、 もちろん高温超伝導の発現機構の解明 ◆高温超伝導のNMRに よる研究
とより高 いTcを 求 あての新物質開発であ り、 もう 朝山邦輔(阪 大基礎工)
一・つは遷移金属酸化物の示す金属 ・絶縁体転移とそ ◆強磁場弾性異常 と磁束状態
れに伴 う特異な物理現象の追求である。 深瀬哲郎(東 北大金研)
酸化物高温超伝導体を含め、遷移金属酸化物の特 ◆Sr2RuO4の 高分解能光電子分光 一銅系 と非銅系は
性は電子間の強い相互作用(電 子相関)が 本質的に 何が違 うのか?一 高橋隆(東 北大理)
重要である。 このよ うな物質・強電子相関物質・の
◆SingleLayervs.Bilayer
特性は高温超伝導体の研究を通 して開発 された様々 前川禎通(名 大工)
な実験技術 と理論的手法を用いて急速な発展を見せ
ている。本研究会の目的はこの分野の国内の代表的 セッションII高 温超伝導物質
な研究者が_堂 に会 し、酸化物高温超伝導体及びそ 一 座長=小 松啓(東 北大金研)
(灘 禦纂繍 羅 磐 二欝 にある電 ◇人工格子法による新物質探需合知二(阪大産研)
◆梯子格子銅酸化物の合成と物性
高野幹夫(京 大化研)
2.研 究会報告 ◆ladder系 は超伝導 になるか
研究会は金研講堂において、6月1～2日 の2日 間 常次宏一(筑 波大物理工)
開催された。出席者は約100名 であった。1日 目は ◆ladder系 へのキャリア ・ドーピングの試み
高温超伝導体に関す る発表が中心であ り、2日 目は 秋光純(青 学大理工)
それに関連する遷移金属酸化物の特異 な現象につい ◆Hg系 超伝導の安定化とピンニング特性改善
ての発表が行われた。プログラムの概要 は以下の通 岸尾光二(東 大工)
りである。 ◆層状構造銅酸化物(Tl,Pb,Bi系)の 電子状態 と超
伝導 庄野安彦(東 北大金研)
鋤
◇ はじめに 前川禎通(名 大 ・工)幽
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セッ ションIll新 強相関物質 にどのよ うにかかわ ってい るのか、 また(ii)Cuo2
一 座長=藤 田敏三(広 島大理)
面以外 に高温超伝導 を荷 う構 造 はないのか、 とい う
◆2Dモ ッ ト系 の異 常金属相 佐 藤正 俊(名 大理)こ とは興味 あ る問題 であ る。 本研究会 では これ らの
◆La1-xS,xMn・3の 電子状 態 問題 力藻 中的 に識 された・特 に(ii)の 問題 につ
松本 秀樹(東 北大金研)い てはCuと0か らな る梯子型 構造 の物質 によ る新
しい高温超電導 の可能性 につ いて、実験理 論両面か
◆Fromweaktostrongcorre'ation
-fromspinfluctuationtheorytogaugetheory一 ら検討 された
。 い くつかの梯子型構造 の物 質が 日本
永長直人(東 大工)で すでに合成 され
、 それへ のキ ャ リアの ドー ピング
◆強相関電子 系のNMRも 行 われっっあ る。新 しい高温超伝導体 の出現が近
安 岡弘志(東 大物性研)い とい う印象を持 った 出席者 は少な くなか った
。
2日 目はCu以 外の遷移金属酸化物 の金属 ・絶縁体
セ ッシ ョンlv金 属 一絶縁 体転移 転移 とそれ に伴 う特異 な物性 につ いての発表 と討論
一 座長:福 山秀敏(東 大理)
が行わ れた.な か で もLa1-xS・ 。Mn・3は 巨大磁気r
、㌔
◆モッ ト転移近傍のペロブスカイ ト型酸化物の光電 抵抗効果を示 し応用上 も重要視 されている。古 くか
子 スペク トル 藤森淳(東 大理)ら よく知 られた物質ではあるが、高温超伝導体の研
◆2重 交換系の光スペ クトル 究を通 して開発された理論的実験的方法がこの物質
十倉好紀(東 大工)に 新 しい光を当てつつある。 これか らの発展が期待





◇おわ りに 松本秀樹(東 北大金研)遷 移金属酸化物は高温超伝導を含め、従来の固
体電子論では理解できない様 々な特異な現象 を示
す。 これらの物質では、強い電子間の相互作用のた
3.成 果 め個々の電子 よりも電子集団としての性質が物性を
酸化物高温超伝導体の基本的な問題の一つに結晶 支配 していることによる。当研究会では電子集団の
構造 と超伝導の関係がある。高温超伝導 はCuO2面 物理学、強相関電子系の物理学、の建築のために 園
が荷 っていることは十分に理解 されているが、(i)様 々な問題が討論 された。この分野の今後の発展の
CuO2面 の3次 元的 な重な り方が高温超伝導の本質 為の重要な一歩が示 されたと思われる。
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遷 移 金 属化 合 物 の磁 性 一 実験および理論における新展開
代表 者 鈴 木 直
(大阪大学基礎工学部 教授)
1.は じめに 【座長:山 口泰男】
最近3d遷 移金属化合物の磁性研究は実験、理論の ◆強磁場中ESRお よび中性子散乱
両面で新展開を迎えている。実験的には、(ス ピン 本河光博(東 北大金研)
槽 毅 慧繍 徽 糠 驚 鷲 霜雛 ◆翻 下での磁性と戦 利信男(東大物性研)
ネルギーの相対的大 きさの制御あるいは超強磁場印 ◆Ni21n型Mn-Sn系 金属間化合物の=磁性 と電子状態
加 によるスピンのゆ らぎの制御などであ り、理論的 安西修一郎(慶 応大理工)
には光電子分光理論の発展や第一原理的電子状態の
計算法の著 しい発展である。特 に強調されるべきこ 【座長:山 田銃二】
とは、実験 と理論の緊密な協力の もとで磁性電子状 ◆遷移金属 カルコゲナイ ドの光電子 ・逆光電子分光
態や磁性発現機構に関する深い理解が得 られている 藤森淳(東 大理)
ことである。本研究会は、 このような遷移金属化合 ◆円偏光放射光による内殻吸収MCD
物の磁性研究 における新展開を実験および理論の両 菅滋正(阪 大基礎工)
面か ら整理 ・検討 し、極限条件下での新 しい現象の ◆遷移金属カルコゲナイ ドの電子状態
発現や新磁性材料開発の指針探索等 に関する知見、 白井正文(阪 大基礎工)
さらには遷移金属化合物の物性の統一的理解に向け ◆Fe2P、Co2P型 化合物の電子構造 と磁性







学金属材料研究所2号 館講堂において約70名 の参加 ◆Mnを 中心 としたCu2Sb型 金属間化合物の高圧下
者を得て開催 された。研究会の プログラムは次の通 の磁性 小野文久(岡 山大理)、




皿 旦 の磁性 鹿又武(東 北学院大工)、
金子武次郎(東 北大金研)
◇開会挨拶 鈴木直(阪 大基礎工)◆ 遍歴電子系における反強磁性 一強磁性転移
一15一
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山口泰男(東 北大金研)ト ンシリンダー型圧力容器と試料引き抜 き型磁力計
【座長:鈴 木直】 を用いて測定 した結果、磁気モーメ ントは加圧によ
◆ フラストレー トした遍歴電子系の磁性 り減少することが明 らかにされた。このようなキュ
志賀正幸(京 大工)リ ー温度および磁気モーメントの圧力変化は非常に
◆YCo3の 遍歴メタ磁性 とそれに関連 した現象 めず らしく今後の理論的解析が望まれる。
後藤恒昭(東 大物性研)鹿 又(東 北学院大工)は 主として クロム系金属間
◆遍歴電子 メ タ磁性 とイ ンバー効果 化合物を取 り上げ、それ らが高圧下で示す非常に多
山田錺二(信 州大理)彩 な磁性を報告 した。通常の局在ス ピン系では加圧
◇閉会挨拶 山口泰男(東 北大金研)に よ りTcあ るい はTNは 上 が るが、CdCr2S4、
HgCr2Se4、CrBr3で は加圧 によ りTcは 減少する。
3.成 果 また、反強磁性体CrSbで は加圧により最初TNは 増
今回の研究会での発表は内容的に、超高圧下の物 加するが、4GPa付 近で最大値をとり、さらに加圧す
性、強磁場下の磁性、遍歴磁性体の相転移、分光測 るとTNが 減少するという特異な圧力効果 を示 す。(




毛利(東 大物性研)は 非金属 一金属転移を示す典(b)強 磁場
型的物質V203、NiS2、CeCu2Ge2の 非金属 一金属転 本河(東 北大金研)は 強磁場中における測定とし
移近傍での磁性および伝導性を超高圧下で調べた結 て現在何が可能であるかを概観 し、最近の強磁場下
果を報告 した。特に強調 されるべきことは、最近は における興味ある実験 として、擬1次 元三角格子反
精密高圧発生装置が作成 されるようになり、高圧下 強磁性体CsCuC13に おける量子 ゆらぎについて報告
での物性測定結果の信頼性が著 しく向上 したことで した。CsCuCl3の 鎖方向(c一軸)に 磁場をかけた場
ある。例えば、高圧下での残留抵抗 も非常に精密 に 合、その磁化はある磁場で小 さな跳びを示すが、こ
測定で きるよ うにな り、加圧による抵抗の変化が、 の転移磁場および磁化の跳びの大きさが斯波の量子
有効質量の変化によるものなのか或いはキャリア数 ゆらぎの理論で見事に説明されることを示 した。 さ
の変化によるものなのか議論することが可能となっ らに、転移後の特異な磁気構造 もパルス中性子の実 冠
ている。 験で確認 された。ただ し、磁場をc一軸に垂直 にかけ
Cu2Sb型 結晶構造を持つ、MnZnSb、MnGaGeお た場合の実験結果については、斯波の理論では説明
よびMnAIGeの3化 合物は磁気 モーメ ントを持っ できていないことが指摘された。
Mn原 子が層状構造をとり、その間に非磁性原子層YCo3はPuNi3型 の構造をもつ遍歴強磁性体(Tc
をはさむ、擬2次 元強磁性物質である。小野(岡 山;301K)で ある。後藤(東 大物性研)は 、YCo3の
大理)は 、 これ らの物質の原子間距離iと磁性の関係 超強磁場下の磁化測定により60Tと82Tで メタ磁性
を超高圧下で直接調べた結果を報告 した。3っ の物 を観測 し、転移に伴 う磁化の変化か ら、初めの転移
質 ともキュリー温度Tcは 加圧により上昇 し、 もと は3bと6cのCoサ イ トで、次の転移は18hサ イ トで
もとのTcが 低いMnZnSbで は非常に大きく上昇す 起こるモデルを提案 した。Coの 一部をFeで 置換 し
るが、TLcの高いMnAIGeで は加圧 とともに上昇の割 てフェル ミ準位をを下げると、二っの転移磁場は急
合が しだいに小 さくなり、10GPaで 飽和 に達する傾 激に減少 し、ゼロ磁場でもフェル ミ準位の変化によ
向がみ られた。低温における磁化の圧力効果を ビス るメタ磁性が生 じる。最初の転移はFeの 濃度が10
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%の とき、二番目の転移は15%の ときに完了する。Mn7Sn4の 磁気的性質を実験的に調べた結果を報告
YCo3は 大 きな一軸異方性を もつが、Feの 濃度を変 した。
えると異方性は異常な変化を示す。 この変化は上記 山口(東 北大金研)は 遍歴電子系(Mn,Fe)3Siに
のモデルによって説明 され る。Feで 置換 された試 おける磁性の変化を磁化測定と中性子散乱実験によ
料の自発磁化および磁気異方性の温度依存性 も異常 り調べた結果を報告 した。帯磁率の温度変化か らは
な振 る舞いを示 し、 これ らの振 る舞 いはCoが 低 この系の磁性がFe置 換によって遍歴性反強磁性か
モーメ ントか ら高モーメントの状態に熱的に励起 さ ら局在性の反強磁性に移 り、次にcanting構 造をも
れることを示 している。Ce(Col_xNix)5で はxが った強磁性 となる。中性子散乱によれば反強磁性を
0.1以 下の領域で自発磁化が急激に減少 し、x=0.1示 す組成域においては遍歴性を表す磁気励起が見 ら
では異方的なメ タ磁性が観測 された。 この結果は、 れるがFe置 換によって局在性の強磁性的な磁気励
2cサ イ トCoの モーメントがNiの 置換によって不安 起が混 じるようになる。従 って、この系は二種類の
定化 し、メタ磁性を起 こす ことを示唆 している。 異なった磁性電子が共存 している興味 ある系であ
.ラ ンダウ(Landau)の 自由エネルギーが磁化mる 。¢
に関 し、m=0と 有限のmの2カ 所で極小とな り、mラ ーベス相金属間化合物RMn2は 磁気相互作用が
==Oの エネルギーが僅かに有限のmで の極小値より フラス トレー トしており、かつMnの 磁気モーメン
低い場合、磁場によ り常磁性か ら強磁性へのメタ磁 トが不安定であるため興味ある磁性を示す。格子定
性転移が誘起される。逆に、有限のmで の極小の工 数の大きい、GdMn2,TbMn2で はMn原 子が磁気
ネルギーがm=0の エネルギーより低 ければOKで モーメントを持っ遍歴ヘ リカル磁性体であるが、格
強磁性が安定 となる。 この場合、磁気体積効果結合 子定数が小さいDyMn2,HoMn2,ErMn2等 では、従
エネルギーを取 り入れ、 スピン揺 らぎの効果を考慮 来Mnは 磁気モーメントを持たず、希土類 スピン間
すると、インバー特有の大 きな自発体積磁歪や強い の正の交換相互作用のため強磁性になると考え られ
キュリー温度の圧力変化が導かれ、遍歴電子メタ磁 ていた。志賀(京 大工)はNMR測 定結果か ら、C15
性とインバー効果との間には密接な関係があること 型DyMn2お よびHoMn2に おいてMn原 子は結晶学
を、山田(信 州大理)は 示 した。山田は更に、 この 的に等価であるにもかかわ らず、磁気モーメントを
模型は反強磁性にも拡張 し、反強磁性インバー効果 持っサイ ト、持たないサイ トが共存 し、かつスピン
が定性的ではあるが、 この模型で説明できること、 構造はキャント磁性であることを明らかにした。ま
C特 に、反強磁性立方晶 ラーベス相化合物YMn2の 大 た、C14型HoMn2,DyMn2、TbMn2に おいても非
きな自発体積磁歪やネール温度の強い圧力変化が説 磁性および磁性Mn原 子が共存 している事を見いだ
明可能であることを示 した。 した。これ らの現象が最近Ballou等 によって提唱
された フ ラス トレー トした遍 歴 電子 系 特有 の
(c)遍 歴磁性体の相転移MixedPhaseStructureと して説明できるかどう
Ni21n型 遍歴 フェリ磁性体Mn7Sn4はTf～100Kか 現在検討中である。
以下でフェリ磁性を消失する。 その状態からフェリ
磁性回復への臨界磁場HcはIKOeで ある。 この値は(d)分 光測定
ス ピングラスにしては高すぎ、メタ磁性 にしては低3d遷 移金属カルコゲナイ ドの多様な磁性 ・伝導性
すぎる。安西(慶 応大理工)は 、Hcが 不純物置換に は、d電 子間の相互作用に起因する。藤森(東 大理)
敏感であること、Ni21n型 のc軸 がNiAs型 のそれと は、代表的な結晶構造であるNiAs型 、パイライ ト型
比較 してか な り短 い ことに注 目 し、c軸 に沿 う を持つ一連の遷移金属カルコゲナイ ドについて、そ
MnSnMnSn連 鎖によるp-d混 成 という観点か ら の電子間相互作用の効果を光電子 ・逆光電子分光の
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結 果 に 基 づ い て 議 論 し た 。NiAs型 のFe7Se8,(反 強 磁 性転 移)、CuRh2S4(超 伝 導 転移)、 及 び
Fe7S8,FeS,Cr5Te8,Cr3Te4に つ いては、バ ン ド計Culr2S4(金 属 ・絶縁体転移)の 電子 状態を、 フル
算 を出発点 と し、電子相 関効 果 として バ ン ドの先鋭 ポテ ンシャルLAPW法 を用 いて計算 した結果 につ
化、高 エ ネルギーへの スペ ク トル強度 の移動 を考 え いて報 告 した。 これ ら3物 質の物性 を担 って いる フ
て説 明 され る。一一方、パイ ライ ト型 のNiS2,Cos2お エル ミ準位付近 の電子 状態 は、Bサ イ トを 占める遷
よび これ らのSe置 換 体で は、バ ン ド計算 との不一致 移金属 のdε 軌道 と硫黄のp軌 道 か ら構成 されてお
が顕著 で、 大局的 な スペ ク トル分布の説 明に クラス り、一方、Aサ イ トを占め る銅の価数 は、 ほぼ1価
ターモデルが有効 であ る。両 結晶構造 におけ る金属(非 磁性 的)で あ る ことが 明 らか に され た。 石 田
原子間 の距 離の違 いが、両 系の対照的 な振 る舞 いの(鹿 児島大理)は 三元金 属間化 合物CrMX(M=Fe,
一因 であ ると考 え られ る
。Co,Ni,:x==P,As)の 磁 気的性質 と結晶構造 や構
最近、 円偏光 ア ンジュ レータの利用 によ って真空 成原子 との関係を明 らかにす る目的で、 それぞれの
紫 外領域 か らX線 の広 い エネル ギー範 囲で95%以 強磁性、反強磁性、常磁性状態 の電子構i造をLMTO
上 の高 い偏 極度 の円偏光 が実 用 にな り、 ス ピン物性 法 で 計 算 し た 。 そ の 結 果 、CrNiAs、CrNiP、 、
を探 る有 力 な手法 で ある内殻吸収 の磁気 円偏光2色CrFeAsは 強磁 性 に、CrCoAs、CrFePは 反強 磁性x
性 の測定(MCD)が 多彩 な物質 に適用 され始 あた。 に、CrCoPは 常磁性 にな りCrFeAs以 外 は実験結果
菅(阪 大基礎工)は 、CoS2、CoPt3、 その他 のい くつ と一 致 して い る。 ま た単 体 で 強磁 性体 で あ るFe、
かのMn化 合物強磁性 体 を取 り上 げ、 ある条件下 でCo、Niで な くCrが これ らの化 合物 の磁気 モーメ ン
は総和則 か ら軌道角運動 量 とス ピン角運動量 の評 価 トのお もな担 い手で あ ることが理論的 には予測 され
が出来 る ことを示 した。CoS2で はSの2ρ 内殻 に も る。例 えば、CrNiAsの 場合CrとNiの モーメ ン トは
顕 著 なMCDが 見つ か り、 これは非 占有 電子帯 の ス それぞれ計算結果で は1.19、0.11μBで あ る。
ピン偏極 を定量的 に議論 す る道が開 けた ことを意 味
す る。 また、 吸収 と光電子放 出 の干渉 が強 いCoPt3
のPt4f吸 収MCDで は異 常 なスペ ク トル形状 の理論4.ま とめ
解析 をす る ことで角運動 量 に対す る一定 の知 見を得 物質 の示す多様 な物性 は、一 つには、電子 の運動
たが、 これ は総和則 を適 用で きない場合 で も理論 解 エネル ギー(軌 道 間の混成 エネルギーを含 む)、電子
析 が有効 で あ る一例 で あ る。 多 くの3d遷 移金属 化 相関 エネルギーおよび電子格子 相互作用 エネルギー
〆
合物では2ρ 内殻MCDに は大体総和則が適用できそ といった系の特徴的エネルギーの相対的大 きさの違
うであるが、3p内 殻MCDは 理論的形状解析が必須 いに起因 し、特に遷移金属化合物ではこれらのエネ






エネルギーの相対的大きさが変化 して超伝導性や磁 に有効であることが確認された。 さらに、今後の展
性など多様 な物性を示 し、新機能物質開発の観点か 望として、複合極限条件下での測定、光電子分光や
ら大きな可能性をもっている。 磁気光分光による磁性電子状態の微視的解明、実験




金 属 表 面 素過 程 の原 子 レベ ル観 察
代 表 者 長 谷 川 幸 雄
(東 北大学金属材料研究所 助教授)
1.は じめ にMarch2
走査 トンネル顕微鏡(STM)等 の開発 に伴 い、ナ ーchairedbyY.Hasegawa(IMR,TohokuUniv.)
皇r導二徽 毫驚 雷翼蟹欝 罐含ξ総 書 凱齢1慨認留瓢訟謙 祭懲'物d
の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は こ う した 急 速 に 進 展 し て い るcratersformedontheSi(111)7×7suOface .
分 野 に 対 応 す る た め に 、 当 分 野 の 最 先 端 の 研 究 を 行 ◆KF"kutani(ISSP,Univ.ofToky(り'site-specific
う研 究 者 を 集 め て 、 講 演 ・討 論 を 通 じ て そ の 現 象 の 、photoprocessofdiatomicmoleculesonmetatSUtfaces.
理 解 と 相 互 の 交 流 を 深 あ る こ と を 目 的 と し た 。 最 ◆T.Yamada(ltayaPrOject,IRDC)'Strttcturalanalysis
近 の ナ ノ ス ケ ー ル あ る い はSTM関 連 の 研 究 会 で は 、Oftheadsorbatesノ'ormedonAu(111)andAg(111)in
発 表 件 数 ・参 加 者 と も に 多 くな りす ぎ て 十 分 に 個 々aqueOtLssotution,
の テ ー マ を 議 論 す る こ と が も は や 不 可 能 で あ り、 か ◆T.Yoshinobu(ISIR,OsakOUniv,?'Characterization
つ 構 造 制 御 方 法 や 評 価 方 法 に 議 論 が 偏 りが ち で あ るqfsuofaceroughne∬asaself-affinefractaL
こ と を 鑑 み て 、 こ こ で は む しろ 方 法 に よ る 限 定 を せ ◆T.Hashizume(ARL,Hitachi)'AroleofBTAasan
ず 、「表 面 」 を 舞 台 と した ナ ノ ス ケ ー ル 現 象 の 科 学 とinhibitorOfcoρperoxidation.
い う観 点 か ら テ ー マ を 選 択 し、 現 象 そ の も の に 対 す ◆ κHono(IMR ,TohokuUniv.)'EvolutionofnanosCale
る 議 論 が な さ れ る よ う企 画 を 行 っ た 。ferromagneticparticlesinCo-CrandCr-Fealtoys.
1(:
2,研 究 会 報 告March3
ワ ー ク シ ョ ッ プ は 次 に 示 す よ う な プ ロ グ ラ ム で 、-chairedbyA.Sakai(MesoscopicMaterialsResearch
平 成7年3月2日 か ら3日 に か け て 金 研1号 館5階 セCenter,KyotoUniv.,
ミナ ー 室 に て 行 っ た 。 当 日 、 来 所 さ れ て い たIBMチ ◆ ノ.GimeewskiU8M,Z∬rich)'Photoemissionfrom
ユ ー リ ッ ヒ研 究 所(ス イ ス)の ジ ム ゼ ウ ス キ ー 氏 にadsorbedC60withnanometerscaleresotution .
も参 加 して い た だ い た こ と も あ り、 講 演 ・討 論 は す ◇KTanaka(1,∬P,Univ.qfTokyqj'Growthand
べ て 英 語 で 行 っ た 。 参 加 者 は 、 所 内10名 、 所 外15self-assemblingofquasi-compoundson〃ietaland
名 、 計25名 ほ ど で 、 初 日 の 講 演 終 了 後 に は 、 作 並 温bimetalsurfaces.
泉 に て 懇 親 会 を 催 し交 流 を 深 あ た 。 ◆gK.Xue(IMR,TohokuUniv .)一 一SuOface
reconstruct'onsOfGa/ls(OOI)suηfaces.




Fitms.ズ ム との対応 につ いて講演 を 行 った。 ジムゼ ウス
◆EKomori(ISSP,Univ.ofTokyo):Laser-inducedキ ー氏(IBMチ ュー リッヒ)はSTMを 使 って フラー
desorptionproce∬esatchlorine-adsorbedSi(III♪ レン分子一 っ の電 気伝導 を測定 した との発表 を 行
suOfaces.い 、 その メカニズムに関 す る議論 を行 った。 また井
◇S.Ino(Dept,(ゾPhys、,Uniy.ofTokyOj'SuOface野 氏(東 大理)は 、表面 での電気伝導 につ いて述 べ、
StructureandConductivityduringEpitaxyofMetalsonそ れ と表面構造や原子 の移動 との対応 に関 して講演
5'5μ加cε5.を 行 い、両者 の講演 に関連 して ナノスケールでの現
◇T.Sakurai`IMR,TohokuUniv.):Closingremarks.象 と電気伝導 との関係 について議 論を行 った。
この研究会 では、 当分野 で著 名 な幾人か の先生方
3.成 果 に講演を お願 いする ことがで き、通常 の学会 では若
今 回の ワー クシ ョップでは、一人 の持 ち時間 を45手 に譲 られて なかなか話 を され る ことのない方 の講
分 と十分 に長 く採 ったので、通常 の学会 で はなかな 演 も十 分 に伺 うこ とがで きた。 また、同 じ 「表面 」
か説 明 しきれない部 分 にまで言及 しての講演 ・議論 を対象 と した研究者 で も分野 が やや異 な り学 会では
r
が進め られたように思われる。また、同 じ表面を舞 なかなか会 う機会のない先生方 の講演 も伺 うことが ＼
台とした研究でも物理 ・工学 ・化学などさまざまな で きた。一方、何人かの若手の研究者にも講演をお
観点か らのアプローチがあることが認識 され、分野 願いしたが、普段の学会では十分に時間がもらえず
間での議論を通 じてより現象の理解を深めることが 話足 りない分を補 うかのように存分に、新 しい発想
出来た と考えている。 での研究成果を紹介 していただいた。そ して、会場
例えば、山田氏(新 技団 ・板谷プロ)は 、電気化 あるいは懇親会での議論を通 じてこれらの方々の交
学セルと超高真空STMを 直結 した装置を開発 し、 流を図 ることができたことが大 きな成果であったよ
電気化学セル内での溶液中での表面と超高真空中で うに思われる。
得 られ る表面との関係について論 じた。電気化学的
な手法において も超高真空内での処理と同様の清浄4.ま とめ
な表面が得 られ、かつ電極電位を変えることによっ 今回の ワークショップでは、 ナノスケールの科
てその状態を制御で きることなどは、超高真空内で 学、特に表面を舞台とした科学 というテーマで各分
表面を研究する立場の研究者 にとって興味深い点で 野の先生方にお集まりいただいた。同 じ 「表面」を
あった。 また、田中氏(東 大物性研)は 、化学の立 対象とするとはいえ、分野が違 うとなかなか会 う機1、
場から表面での再構成構造 に対する講演を行い、新 会の少ない方との議論を通 じて現象の理解を深める
しい概念である"化 学的再構成"構 造の考え方を紹 ことができ、新 しい発想を見つけるよい機会 となっ
介 したところ、それに対する、物理的観点からの幾 たのではないかと考えている。ただ今回は、準備時
つかの議論があった。 さらに、Xue氏(金 研)、小間 間が短かったことや年度末のあわただ しい時期であ
氏(東 大理)、 橋詰氏(日 立基礎研)は 、それぞれ、 ったことなどか ら、予定 していた何人かの先生方に
ガリウムヒ素のMBE成 長、有機分子のMBE成 長、 はお越 しいただけなかったケースもあった。次年度
金属表面上での有機分子蒸着に関する結果を紹介 では、 こうした点を反省 し、特 に若手の研究者を中
し、 それぞれの系での成長のメカニズムに関 してそ 心 としたワー クショップを計画 したいと考えて い
の類似点 ・相違点 に関する議論があった。 また工学 る。 このような交流 ・議論の中か ら、斬新なアイデ
的観点か ら、吉信氏(阪 大産研)は 蒸着等によって アからのユニークな研究の種が生まれるようになれ
作製 した面の荒 さを評価する手法 としてフラクタル ばと期待 している。
の考え方を紹介 し、 それぞれの物理的な成長メカニ
ー20一
ワー ク シ ョップ報 告
「炭 素材 料 の照射 損傷 」 一そ の構造 と キ ャラ ク タ リゼ ー シ ョン





1ぺ 臨 駿綴 与瀧 瀧 菱繍 謙 ◆黒鉛の微細聯 造と物性と雷盟翻 続)
ついて討議するため、表記テーマでワークショップ ◆黒鉛中の水素の挙動のX線 回折およびERD法 に
を開催 した。討議時間を充分にとり、討論を中心と よる研究
して ワークショップを進行 した。 大窪秀明、竹中稔、佃昇、蔵元英一(九 大応力研)
◆炭素および半導体関連材料の陽電子消滅
1研 究会内容 長谷川雅幸(東 北大金研)
研究会は3月6日 、7日 の2日 間、東北大学金属材





旦且 塑 る報告が、原研の相沢 と阪大工の甲谷によりそれぞ
((1
◇開会挨拶 山。貞衛(東 北大金研)れ 行われた・一方熱伝導および灘 子消滅など照射
に伴 う物性変化の報告が、茨大工の仁平および東北
◆中性子照射 した炭素材料の構造変化 大金研の長谷川により、それぞれ行われた。更に核
相澤一也(原 研東海研)融 合装置のプラズマ対向材料 としての観点から、水
◆オージェ電子分光法 による黒鉛の照射損傷と回復 素イオン照射下における黒鉛中の水素挙動に関する
過程のその場観察 甲谷直樹(阪 大工)報 告を名大工の土屋 と九大応力研の大窪が、また黒
◆熱分解黒鉛の低温熱伝導 に対す る黒鉛化温度、ボ 鉛の中性子照射による水素溶解度の変化についての
ロンドーピング及 び中性子照射の効果 報告を近畿大理工の渥美が行 った。阪大工の田辺は
仁平猛(茨 大工)、 岩田忠夫(原 研先端基礎研)黒 鉛の照射構造と物性 との関連を論 じ、電子構造の
◆黒鉛の照射損傷 と水素吸収 変化による水素溶解度の変化についての報告を近畿
渥美寿雄(近 大理工)大 理工の渥美が行 った。阪大工の田辺は黒鉛の照射
◆H+,D+同 時照射による黒鉛のH,D捕 捉量の同位 構造と物性との関連を論 じ、電子=構造の変化による






3.ま とめ との重要性が示された。 この研究会が参加者に新 し
炭素材料の照射損傷構造 と照射による炭素原子の い刺激となってこの分野の研究がより発展すること
電子配列の変化の関連を明 らかにするために熱伝導 を期待 している。
醐 鮒 醐 鋤 謝 碍 鯉 斜 斜 甜 鰐 醐 鯉 醐 醐 戯 劔 醐 卵 榊 榊 鯉 劔 斜 醐 醐 斜 醐 鮒 囎 鱒 噛穿劔 鱒 鱒 艘 斜 醐 醐 醐 麟 醐 醐 醐 謝 甜 醐 麟 醐 鯉 醐 醐 劔 醐 斜 醐 醐 甜
強磁 場 と化学反応 、材料 プ ロセス及 び生体 とのか かわ り合 い
(




す影響 についての研究は重要な課題 と考え られてい ◇はじめに 東北大金研 本河光博
る。 しか しいわ ゆる磁性体 と異 なり,その応答が小 【座長:本 河光博】
さいため明確 な効果を観測す ることは困難であっ ◆モーゼ効果 と逆モーゼ効果 東大工 北沢宏一
た。液体ヘ リウムフリーの超伝導マグネ ットが開発 ◆水、溶存酸素、燃焼 とガス流に対す る磁場効果
され,強磁場が比較的手軽に利用で きるようになっ 東大医 上野照剛
て くると,この分野の研究 も進み多 くの ことが理解 ◆金属葉 フラクタル成長 におよぼす強磁場の影響
されるよ うにな るもの と期待 され る。 そこで,本 東北大金研 大久保晋'
ワークショップでは様々な分野で磁場の影響を調べ ◆強磁場電気化学 とパ ターン形成
ている研究者が一堂 に会 し研究発表 ・討論すること 東北大金研 茂木巖
を試みた。 【座長:上 野照剛 】
◆吸着への磁場効果 千葉大理 尾関寿美男
2,ワ ークショップ報告 ◆強磁場下での構造物 のダイナ ミクスと制御a
ワークショップは2日 間に渡 り61名(金 研内33東 北大流体研 高木敏行
名、金研外28名)の 参加者のもと以下に示すプログ ◆マルテ ンサイ ト変態 に及ぼす強磁場効果 、
ラムにそって行われた。 阪大工 掛下知行t





◆光化学反応の強磁場効果 広大理 谷本能文 る現象をモーゼ効果,逆モーゼ効果として紹介 した。
◆ ヘム蛋白質の電子状態模型 と強磁場下の化学反応 上野は磁場勾配を利用 して気体の流れを制御する磁




【座長:茂 木巖】 り配向する様子を紹介 し,高機能高分子材料設計の
◆液晶高分子の磁場配向 都立大工 伊藤栄子 指針を提言 した。高木は耐電磁力材料設計のための
◆磁性細菌 とその応用 東京農工大 松永是 磁気粘性減衰効果および磁気剛性効果の実験を紹介
◆強磁場による生体反応 杏林大保健 岡井治 した。掛下は磁場によって誘起 される金属のマルテ
◆磁場 とマイ クロ波を用いた新 しい化学反応解析 ンサイ ト変態の熱力学およびkinetics,さ らに組織形
東北大理 安積徹 態にっいて発表 した。 磁場の生体への影響 として,
◇ハイブリッ ドマグネット見学(案 内)三 浦成人 岡井は うさぎを使 った実験を紹介 し磁 場 の麻酔効の
果などを報告 し規 松永は灘 樋 の性質 とその医
3.成 果 療への応用などを紹介 した。 研究発表終了後,初め
ワークシ ョップでは化学,生物,材料分野 それぞれに て強磁場セ ンターを訪れた研究者のために,ハイブ
おける磁場効果の トピックスが発表 され,活発な討 リッ ドマグネッ ト見学会を催 し,金研強磁場の新た
論が行われた。 谷本は ラジカルペアの関与する化 な利用者の開拓を図 った。
学反応への磁場の影響を10T(テ スラ)以 上の強磁
場まで調べ,新たな強磁場 スピン化学の進展にっい4.ま とめ
て述べた。安積 はその応用 として磁場とマイクロ波 本 ワー クショップは磁場を共通 のテーマとして
を利用 した反応機構解析法を紹介 した。吉田はヘム 様々な分野の研究者が集 って討論を行 う学際的なも
鉄の電子状態の理論的計算か ら磁 場によりスピン のであった。「磁気サイエンス」 というと,これまで
クロスオーバー反応や不均化反応などが起こりうる はとか く眉唾 もの と思われがちであったが,本 ワー
ことを提言 した。山口らは強磁性金属水素化物と水 クショップの発表はすべて十分にサイエンスとして
素の化学平衡が磁場 で変化することを示 し,さらに の切 り口をもった ものであり,今後超 伝導磁石の普
(Qそ れを利用 して電池の起電力を磁場 により制御でき 及にともないこの分野の研究の飛躍を予想 させ るも
ることを報告 した。茂木は12Tの 強磁場下で有機導 のばか りであった。そのよ うな意味で も,この時期
電性 ポ リマーの酸化還元挙動 を調べ,ポ リマーの学 に本 ワークショップを開いた意義は大きいものと思
習効果に磁場が影響をおよぼすことを述べた。大久 われる。最後に,多 くの参加者か ら磁気サイエンス
保は銀のフラクタル成長パ ター ンが磁場により劇的 のsocietyを っ くろうとの声があがったことを付記
に変化する様子を紹介 した。 北沢は常磁性溶液,反 しておく。
磁性溶液の界面の高さが磁場勾配 に依存 して変化す
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高温超伝導混合状態における相転移 と磁束 ピンニング
代 表 者 小 林 典 男
(東北大学金属材料研究所低温物理学部門 教授)
1、は じめに ◆Tl系 の臨界磁場について
高温超伝導体の混合状態 に、従来の超伝導体 とは 家泰弘(東 大物性研)
異なった現象が数多 く観測 され、磁束 グラス状態や ◆d波 超伝導体の混合状態 小山富男(東 北大金研)
磁束格子の融解相転移、あるいは磁束系の次元 クロ!
、
スオーバーなどの新 しい考えが提案されている。ま 【座長:家 泰弘】
た、最近f電 子系化合物や有機化合物などの混合状 ◆UPd2Al3の 超伝導磁化率とフールデ ・フェレル相
態で も異常 な現象が観測 されている。 このような現 澤田安樹(東 北大院理)
象は、磁束 ピニングの非秩序性とも強 く結びついて ◆CeRu2に おける異常な混合状態
いる。本 ワークショップでは、これ らの混合状態の 五嶋宏史・鈴木孝至・藤田敏三(広 島大理)
異常の原因を探 り、高温超伝導体、f電子系、有機化 ◆重い電子系および混合原子価系における一一般化 さ
合物における磁束状態 としての共通性や差異を明ら れたFFLO状 態 高橋三郎(東 北大金研)
かにすることによって、磁束状態を記述する新 しい ◆中性子小角散乱法による磁束線格子の観測
方法論を探 ることを目的 として開催された。 長村光造(京 大工)
◆磁束フローホール効果 とTDGL理 論(数 値 シミュ
レー シ ョ ン
町田昌彦、蕪木英雄(原 研(富 士通))
2.ワ ー クシ ョップ報告
本 ワー クシ ョップは、6月29日 と30日 の両 日、金
属材料研究所講堂 にお いて開催 され、約60名(う ち6月30日(金)9=00-15:30k
学外15名)の 参加 の下 に19件 の講演 と討論が行 な
われた.プ 。グラムは以下 の鋤 であ る。 【座長:小 林典 男】
◆YBCOの ピンカ と不可逆線 の高磁場特性
629日)13…-17・45淡 路醐 辺和剛 欝 轟 櫻 鱗
◇開会挨拶 小林典男(東 北大金研)◆ 熱駆動力による磁束運動
佐々木尚子(東 北大金研)【座長:深 瀬哲郎】







ワー ク シ ョップ報 告









◆Bi-2201単 結晶の磁気抵抗 部臨界磁場を定義できる。 しか しその温度依存性は
池田博・吉崎亮造(筑 波大物工)従 来の超伝導蹴 では理解できない
.家 はこの問題
◆キャ リア ドー ピングと磁束系の次元性 についての最近の実験をレビュー し、提案されてい
岸尾光二・下山淳一(東 大院工)る モデルの紹介を行な
った。続いて、家 によっても
◆Pb2Sr2Yl..Ca.Cu30s単 結晶における不可逆磁場 っとも魅力的であると紹介されたd波 対称性を取 り
(。 とピーク効轟篇憲 欝 縦 」(東ゴヒ大工)麓 纒 ‡繍 論 蓮雛 無 憲蕩
西嵜照和・小林典男(東 北大金研)果 が取 り入れ られ
、電子対の重心運動によるエネル




◇閉会挨拶 小林典男 状態に現われる ピーク効果 について報告 した。澤田
は、UPd2A13の 場合には、磁化率測定では異常がTc
まで存在することを示 し、FFLO状 態 との関連 に疑
3.成 果 問を投げかけた。一方、五嶋 はCeRu2に ついて磁
1日 目は高温超伝導体に限 らず、有機超伝導体とf化 、比熱、磁気熱量効果、音速、磁歪などの測定結
電子系の混合状態の物性についても討論 された。混 果を示 し、FFLO状 態が出現 している可能性が強い
合状態 の磁束 コア内部 の準粒子 に関係 した問題が ことを主張 した。高橋は理論的立場か ら大 きなスピ
佐々木(孝)と 松田によ って報告 された。佐々木 ン帯磁率を持つ物質では、超伝導 とゼーマンエネル
lC(孝)は 有機超伝導体のホール効果に現われるサイ ギーの和を最小 とするように
、一般化 されたFFLO
ンの逆転現象に関 して、酸化物超伝導体 と対比 させ 状態が出現すること、またこれを直接観測する手段
ながら報告 し、 この現象が励起 された準粒子の異方 についての可能性を述べた。
性に関連 したものであると指摘 した。ホール効果の 最近、磁束の ミクロな構造を直接観測する試みが
異常に関 して、町田はこの日の最後に計算機による 種々の方法で試み られている。長村は中性子回折に
シミュレーションの結果を示 した。彼はオーダーパ よる磁束構造の観察 について、Nbで は明瞭 な回折
ラメーターの位相及び振幅の時間変化 を考慮する 像が得られたが、高温超伝導体では明瞭な像を得る
と、電荷の分極が起 こり、ホール効果の逆転が起 こ にはまだ問題があることを報告 した。磁束の直接観
る可能性があることを指摘 した。松 田は、酸化物高 察は、磁束状態を知 る新 しい有力な手段 になると思
温超伝導体の混合状態で、 ジョセフソンプラズマに われる。
よるマイクロ波の共鳴吸収を観測 し、面闇における2日 目はワークショップのタイ トルにそって、高温
磁束のデカップリングによって強 く影響 されること 超伝導体の相転移 とピニングの問題が討論 された。
を議論 した。 このデカップ リングが相転移か クロスYBCOの 不可逆磁場の性質が淡路 と野島によって議
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論 された。淡路は臨界電流密度測定によって得 られ なわれたキ ャリア ドーピングによる磁束系の次元性
たピン止 め力のスケール性か ら、低温領域の不可逆 の変化を議論 し、μSRの 実験によってBi2212で 観
磁場 を推測 し、BSCCOと 同様に低温で急激な不可 測される第2ピ ークが次元交差によるものであると
逆磁場の増大が期待されること、 それが2次 元一3の 主張が確認されたとした。また、第3次 高調波応
次元 クロスオーバーに起因するものであることを主 答や ミニチュアコイルを用いた交流測定によって、
張 した。野島はYBCO薄 膜の電流 一電圧特性を測定 不可逆磁場の上下に別のクロスオーバーの存在を指
し、角度変化をも含めて磁束グラスー融解転移から 摘 した。 混 合状 態 の相 図 に 関連 して、 野地 は
期待されるスケー リング則が成 り立っていること、Pb2Sr2Y1_xCaxCu308の 不可逆磁場 と第2ピ ーク
しかし低磁場 と高磁場では臨界指数が異な り、これ のキャリア濃度依存性を報告 した。不可逆磁場のキ
は集団クリープの影響と考え られ ることを示 した。 ヤリア濃度依存性は他の高温超伝導体と同様である
佐々木(尚)と 小林(力)は 磁束のダイナ ミクス こと、不可逆磁場はBi系 と似た性質を示すが第2
を中心 に議論を展開 した。佐々木は磁束の駆動力が ピークの性質はY系 に近いことを明 らかに した。
ロー レンッカ と熱(温 度差)に よる場合を比較 し、Bi系 酸化物の電気伝導は異方性が大きく、特にc軸r
ロー レンッカの場合には渦糸対の励起に関係すると 方向 の伝導機構 に興味 が持 たれて いる。池 田は'
考えられる余分な寄与があることを報告 した。小林Bi2201単 結晶の磁気抵抗について、c面 内の伝導は
はunderdopeか らoverdopeに わたる広いキャリ2212と 同様に2次 元超伝導揺 らぎを考えると理解で
ア濃度を持ったLSCOの 磁化、磁化緩和、第2ピ ーク きること、c軸 方向の伝導 は温度 に関 して対数的変
に関する総合的な研究の結果を報告 し、酸化物高温 化を示 し、磁場の強 さには依存 しない一定温度以下
超伝導体の磁束 ダイナ ミクスの問題点をクリヤーに で負の磁気抵抗を示すことを報告 した。 しか し、こ
示 した。また、第2ピ ークの起源について新 しい考 の機構についてはまだ明らかでない。
えを提案 した。
このところ、 ホットな話題となっている磁束格子
融解の問題に関 して、YBCOは 西嵜か ら、BSCCOが4.ま とめ
前田、岸尾、為ヶ井から報告 された。西嵜はYBCO酸 化物高温超伝導体の混合状態の多彩 さが明らか
単結晶の磁化温度曲線に小さな磁化のジャンプを観 にされた。高温超伝導体では前 にも述 べたように、
測 し、磁場依存性、異方性などの結果か ら磁束格子 実験的には上部臨界磁場が定義できないが、 これに
1〆
融解の可能性を指摘 した。YBCOで は熱力学量によ 変わって磁束状態の多彩な変化が、相転移あるいは ・
る異常の観測は初めてである。前 田はBSCCOの 可 クロスオーバ・一として観測 されている。 さらに、系
逆領域での磁化の異常を観測 したが、現状では相当 の次元性と絡んで有機化合物やf電 子系で も同様 な
する点で比熱の異常が見 られないことか ら、まだ相 異常な振 る舞いが見 られる。 これ らの結果はGL方
転移であるかどうかは疑問であるとした。為ヶ井は 程式によって記述 される混合状態の現象論に変更を
微小ホール素子を使って磁化を測定 し、問題となっ 迫るものである。磁束のダイナ ミクスや熱力学に関
ている異常 とその直下で起 こるピーク効果および第 する系統的な研究の推進が望まれる。
2ピ ークに関する相図を示 した。岸尾は系統的に行
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付 属 新 素 材 開 発 施 設 ・ミク ロ研 究 部
新素材開発施設共同研究成果発表会
新 素 材 開 発 施 設 長 増 本 健
1.は じめに3 .ULELtZtl2.
本施設は昭和62年5月 に本所が全国共同利用機関
(冷 として改組 されるに伴 って、所内外の研究者との共 施設長挨拶 増本 健'
同研究の場 として設置 された施設である。当初 は、
施設の建物が無 く、設備 も十分整備されていなかっ 「帯域溶融法 による一方向凝固Zr基 金属ガラスバル
たため、共同研究はその2年 後の平成元年か ら実施 ク材の作製」
された。その後、本施設における装置 も年々に増加 東北大金研/横 山嘉彦、篠原吉幸、井上明久、
し、それにつれて研究組織、体制 も着実に充実 し、 高橋利次
様々な成果を挙げてきたが、1994年3月 には永い間
の懸案であった建物が完成 し、名実共に独立 した施 「ナノ準結晶分散型Al-M(M=V,Cr,Mn)系 合
設 として整備 された。 これを機会に昨年7月 には 金の生成 と高強度特性」
「オープンハウス」を開催 し、さらに本年は、共同研 東北大金研/木 村久道、笹森賢一郎、井上明久、
究の成果を所内外の方々および共同研究者の方々に 増本健
知って頂 くこと、また、御討論頂 き一層の展開を図 秋田大鉱山/渡 部充
ることを目的 として、「共同研究成果発表会」を開催
した。 「ナノ準結晶を含むAl-Crお よびAl-Mn系 合金粉
(( 末の作製 とその押 し出 し材の諸特性」
2.発 表会の概要 およびプログラム 東北大金研/笹 森賢一郎、木村久道、河村能人、
発表会は1995年3月1日 と3月2日 の二日間にわ 井上明久、増本健
たって東北大学金属材料研究所2号 館講堂で開催さ
れ、延べ所内77名 、所外13名 、合計90名 が参加 し、 「放電プラズマ焼結機による材料創製」





場所1東 北大学金属材料研究所2号 館講堂 東京理科大基工/桃 澤信幸
東北大金研/大 森守、平井敏雄
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「Cz法における融液内振動流 に関する研究」 「スパ ッタ法により作製 したアル ミニウムー高融点
九大機能物質科学研/尾 添紘之 金属合金の耐高温硫化性および耐高温酸化性に関す
大分大工/岩 本光生 る研究」
東北大金研/福 田承生、戸沢慎一郎 東北大金研/三 井裕之、秋山英二、川嶋朝 日、
橋本功二
「融液か らの結晶成長技術及び新結晶開発」 ポーランド鉱山冶金アカデ ミー/S.Mrowec
東北大金研/福 田承生
「NMR装 置の共同研究の現況 一二、三の成果 と期
「RBS法 による窒化物薄膜および人工格子膜の研究」 待 一」









「超高真空蒸着 ・RHEED観 察法による単原子積層人 よる微量元素の高感度分析及び主成分元素の高精度
工規則 合金 の合成 と物性 ・機能 に関 す る研究 一 分析」





岩手大工/申 嶋英雄、大沢明 東北大 ・金研の横山らはZr基 合金を帯域溶融法を
ダ
東北大金 研/藤 森 啓安 、高梨 弘毅、三 谷誠 司、 用 いて、 よ り大 きなバ ル ク状金 属 ガラスを生成 す る 、
佐野正志 合金系 の探索 を行 い、Zr-Al-Cu-Ni-Pd系 で直 径12
mmφ 、長 さ280mmの ものを得た。 しか し、 この
「異 なる構造 のイ オ ン結晶間 のヘ テロエ ピタキ シー」 金 属 ガ ラス中 には約20%の 結晶 相が含 まれ て い る
理研 フォ トダイナ ミクス/柳 瀬 明久、 ため、 その生成機構 を解明 して単体 の金 属 ガ ラスを
瀬川 勇三 郎 得 る作製条 件を検討 して いる。東北大 ・金研の木村
らは、Al-V-Fe系3元 合金、Al-Mn-Ce-Ni系 、A}Mn-
「WSix-CVDプ ロセス解析 にお けるRBSの 利用」Ce-Co系4元 合金 を単 ロール法 で急速凝固 させ、Al
東大工/霜 垣幸浩、斎藤丈靖 、大久保頼聡、 相 内にナ ノ準結 晶を分散 させた高引張破 断強度 を持
桜井亮、 江頭靖幸、小宮 山宏 ち、 かっ粘 い薄帯材 料を開発 し、 その発現機 構を論
日大工/菅 原活 郎 じた。彼 らは これまで引張 破断強度が超 々 ジュ ラル
東北大金研/高 広克 己、永 田晋二、 山口貞衛 ミンの2倍 か っ高 温強 度 の低下 が小 さい急速 凝 固
A1-Mn-Ce系3元 合金、Al-Cr-Ce-Co系4元 合金 を開発
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している。続いて、東北大 ・金研の笹森 らは木村 ら タ法により作製 した。 これをRBS法 を用いて窒化
の開発 した合金系およびこれらの組成を基本とした 物薄膜中の窒素組成、多層膜を構成する金属元素の
Al-Mn-Ce-M(M:Fe,Co,Ni,Ti)系4元 合金、Al一 組成、膜厚およびその空間的変調、窒素組成の変調
Cr-Ce-C(}M(M:Fe,Zr)系5元 合金のナノ準結晶 等を決定 し、物性 との関連性を報告 した。東北大 ・
を分散 した急速凝固粉末を高圧ガスア トマイズ法に 金研の三谷 らは、超高真空蒸着、RHEED観 察法に
より作製 した。 これ ら粉末を押 し出 し成型 し、高引 より、平衡状態では完全に2相 分離 し金属間化合物
張破断強度を もつバルク材を開発 し、引張破断強度 等を一切有 しないAu-Fe系 を選び、Au1原 子層と
におよぼす押 し出 し温度、組成 との関連性を論 じFe1原 子層を(001)方 向にエ ピタキシャル交互積
た。東北大 ・金研の大森 らは、材料合成の応用に最 層することにより、 自然界には存在 しないLlo構 造
近普及 してきた放電 プラズマ焼結機の特徴と応用に の人工規則合金を合成 し、物性、機能を調べ、巨大
ついて報告 し、その中で、焼結のメカニズム等に対 磁気異方性を有す ることを報告 した。岩手大 ・工の
する基礎データが少 ないので今後解明 していきたい 中島 らは、前述のAu-Fe人 工規則合金の構造をX線
と述べた。彼 らはこれまで同装置 により傾斜機能材 回折により調べ、規則格子回折線AuFe(001)を 確の
料等を開発 している.鯨 理科大.理 工の西山 らは、 認するとともに、d。。,の積層原子厚依酷 アニー
出発材料としてセラミックス粒子を用いてのセラミ ルによる熱的安定性を調べた。また同様な方法で作
ックス分散粒子複合材の作製方法では粒子をマ トリ 製 したPtFe人 工規則合金 と熱平衡状態で存在する
ックス中に均一かつ微細に分散 させることは困難でPtFe規 則合金とを比較検討 した。理研 ・フォ トダイ
あるので、ホウ化反応焼結法を用いてAl、Mg系 マ ナ ミクス研究センターの柳瀬 らは、イオ ン結晶のヘ
トリックスに均一にかつ微細 にホウ化物を分散 させ テロ界面形成のメカニズムを明かにするため、MBE
た粒子分散強化型複合材料を創製 した。組織および 法により閃亜鉛鉱型構造のCuC1,CuBrを 格子構i造
相の同定、機械的性質を調べ、粒子分散強化による の対称性が大 きく異なる系 として岩塩構造 を持つ
機械的性質の改善が認められた と報告 した。結晶成MgO(001)、 格子整合の良い系としてホタル石構造
長材料の原料融液は電気伝導性のよい流体が多 く、 を持つCaF2(111)上 に成長させ、比較検討を行 っ
そのプラントル数の値は通常流体に比較 して大変小 た。両基板上でのCuC1、CuBrの 成長面はいずれも
さく、振動流を呈すると言われているが、その特性(111)で あ り、 それぞれの方位関係 を得 た。 また
解明は進んでいない。九大 ・機能研の尾添 らは、モAFM観 察により、CaF2で は核発生はステップエ ッ
(〔1デ ル流体を用いての可視化実験 と計算結果を比較検 ジに集中するのに対 し、MgOで は[001]あ るいは
討 し、ガリウム ヒ素融液の流れ場 と温度場を計算 し[010]方 向に走 るステップの存在 とは直接的に関連
振動流現象を報告 している。 また、InSbの 引き上げ せず、平坦なテラスでの核発生 を強 く示唆すると報
実験での融液内温度振動とロッ ド回転速度との関係 告 した。東大 ・工の霜垣 らは超LSIの 低抵抗ゲー ト
について も解明を行い、報告 した。 東北大 ・金研の 電極材料であるWSix膜 の理想的なCVD法 合成条件
福田は高品質単結晶育成における熱、物質移動現 を求あるため、種々の条件で膜を合成 した。反応器
象、融液特性解明、 シュ ミレーションを行い新結晶 の入口から出口にかけての膜厚および膜組成、深さ
成長技術の開発を行 った。 これ らの技術を駆使 し 方向組成分布をRBSに て測定 し、反応速度定数の測
て、半導体励起固体 レーザ新結晶Nd/GdVO4を は 定や反応機構を考察 した。東北大 ・金研の三井 らは
じめ8種 類のエ レク トロニクス、光 エレク トロニク 合金の耐高温酸化性の改善には最 も効果的であるが
ス用新結晶を開発 したと報告 した。山口大 ・工の中 耐高温硫化性に劣 るAlと 、耐高温硫化性 に優れてい
山 らは、反強磁性一次相転移を示すCrNお よび超伝 るが耐高温酸化性 に劣る高融点金属(Ta,W,Nb,
導岩塩型窒化物NbNとAgと の多層膜を反応 スパッMo)と をスパ ッタ法を用いて合金化 し、両方の長
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所を兼ね備えた合金を開発する事を目的とした実験 広川 らは、1987年 に設置されて以後、ICP発 光分析
を行っている。彼 らは、Alを 添加 したいずれの合金 装置が金研における元素分析の主力装置 としていか
も、単体の高融点金属よりも硫化速度 は減少 し、一 に有効 に活用 されて きたかについて述べた。また、
般の耐熱合金に比べ極めて高い耐高温硫化性を もっ 分析対象試料の拡大をはかるべ く分析法の研究を行
ことを見いだし、そのメカニズムについての検討を っており、ICP発 光分析装置による超微量元素の高
行い報告 した。 これに対 し、 これらの合金の耐酸化 感度分析の例 として、超高純度鉄中の33元 素に対す
性は他のアル ミナスケールを形成する合金よりも劣 る結果を示 した。 さらに、LiNbO3中 のLi,Nbの 測
り、一層 の改善が望 まれると述べた。施設発足以 定例では定量値の相対標準偏差を0.1%以 下にする
来、パルス法NMR装 置を用いた所内外 との共同研 ことができたと報告 した。
究数は19件 になるが、東北大 ・金研の篠原は、それ
の中か らパルス法NMR装 置の有用性を世界に最 も4.お わ りに
強 くアピールした強磁性準結晶の磁性を主 とし、そ 本施設では広範囲な分野 の共同研究 を行 ってお
れに関連 した二次元準結晶、RT型 、MI型 準結晶、 り、また、共同研究者の分布地域 も、北は北海道か
近似結晶についての研究成果を報告 した。桐蔭学園 ら南は沖縄までにわたっている。今回の発表会では
デ
横浜大 ・工の斉藤 らは、合成 した硫化銅超伝導体に 広い分野および地域からの研究者が参加 し、成果発'
っいてパルス法NMR装 置を用い、63Cu核 のNMRを 表会では、有意義な意見交換が行われ、今後益々本
5K～ 室温での温度域で測定 し、Cu核 周囲の電子状 施設の共同研究が発展す ることと思われ る。最後
態 につ いて多 くの重要 な結果 を得た と報告 した。 に、多用にもかかわ らず熱心に発表および討論に参
また、今後は測定温度をCuSが 超伝導 となるTc=加 して くださった先生方ならびに出席者の皆様方に
1.6K以 下まで広げたいと述べた。 東北大 ・金研の 紙面を借りて厚 く感謝申し上げる。
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●1995年 度 の主 な行 事 ●
金属材 料研究所春季講演会1995年5月25日 一5月26日
新研究 棟竣工 、スーパ ーコ ンピュー ター導入 、お よび本多記念館整備披 露式典1995年5月30日
金属材 料研究所夏期講習 会1995年7月24日 一28日
金属材 料研究所秋季講演 会1995年11月30日 一12月1日
で)●World-WideWebサ ー ヴ ィ ス開 始 の 御 案 内 ●
http://1mmr.imr.tohoku。aσ. .ブP
これ まで本研 究所 は国内 および海外 の方 々への本 所の紹介 や研究成果 に関す る情報提供 を、金研概要(パ ン
フ レッ ト、和文欧文併記)、 論文 リス ト(欧 文)、IMRニ ュー ス、各種研究報告書 など、印刷物 の形 を通 して
行 ってき ま した。 この度、本所 は、主 なイ ンターネ ッ ト・サー ヴィスの中で、最 も新 しく、画期的 なWorld-
WideWeb(略 称:WWWま た はWeb)の サ ーバ ーを公開 しま した。 これ によ って、従来 の印刷物 と同 じ内
容、あ るいはそれ以上の ものを情報化 時代 にふ さわ しい形 で、全世 界 に迅速 かつ タイム リーに提供 する こと
が可 能にな りま した。
金研 によ る責 任編集 の部分 は、7月 現在、目次画面(ホ ームペー ジ)の 『金研 の紹介 』 と 『(社)日 本 金属学
会 ハ ワイ大会』な どです。前者 は今春 出版 された1995年 版金研概要(パ ンフ レッ ト)の 内容 です。後 者 は
金研 と関係の深 い他団体 へのサ ー ビスと して掲載 したもので、サ ーキ ュラーや学会誌 などの印刷物が お手元
に届 く前 に最新情報 を ご覧 いただ くことが可能 です。今後 は、本紙1MR:ユ ー スの掲載 など、更に内容 を充
・G実 させて ゆ くことを検討 してお ります
。
金研 のア ドレス(http:〃www.imr.tohoku.aσ.ゴp)か らでも、
東北大学 のア ドレス(h亡tp:〃w'"r;v.tohoku.ac.ゴp)か らで も、 アクセ スす ることが出来 ます。
また、本所 では研究 室や研究施設 など所 内各組織が独 自の情報 を流 したい場合 には、各組織 の責 任者 か らの
申請 によ り、独 自のサ ーバ ーを開設 し、金研 のア ドレスに リンクさせる方法 も取 り入 れる予 定です。 これに
よ って、金研 また は東北 大学の ア ドレスさえ知 っていれば、それ らのホームペー ジの項 目 をた どることによ
り、個 々の所内組織 のア ドレスを知 らな くとも、目的 の組織 の個別情報 に到達出来 ます。 そのため、個別情
報が人 々の目にふれ る機会 は、単独 でサーバーを公 開 した場合 よ り、ず っと増 え る事 にな ります。金研 によ
る責任編集 の部分 とは異 なる自由で個性 的な情報 が提供 され るはずです。
情報 の受手(ク ライア ン ト)と してWWWを 利用す るため に必 要な もの は、次の とお りです。
ハ ー ド1イ ンターネ ッ トに接続 した ワー クステー シ ョンまたは端末
ソフ ト=Mosaic,Netscape、MacWebな ど上記 のハー ド上 で動 くソフ ト
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●本所 隅山兼治助教授 粉体粉末冶金協会第19回 研究進歩賞受賞●
r....'山 」 冒 …L」 ・ ・ …,一 ・ 番 ■,-,.謄,冒 「'冒".■ 「..'幽...幽 幽幽 幽 ■.幽 幽 ■ 甲 ■■.・ ・ ■ ・ ■・ ・.….■....■ ■ ・..・ …..■....曜....'...甲..甲.,,學..'...■ ■ 一 暉.幽 幽..・ ■ ■.・t・..・.・..・ 鰯.曜 ■t■T...・ ・ 」 帽 」帽 帽 骨 帽 骨 帽.・.層 弓 響 弓.」 」.」 一.■.l
i本 研究所 ランダム構造物質学部門助教授隅山兼治博士がil非平衡金属微粒子の作製と構造 ・物性の研究』にi
i関 する業績 により、(社)粉 体粉末冶金協会 ・平成6年 度第19回 研究進歩賞を受賞 しました。i
i業 績内容の詳細は次のとお りです。i
i「 非平衡合金相をスパッタリング、メカニカルアロイング、クラスタービーム法や化学的処理法により作成i
iし 、その磁気的物性 を系統的に研究する分野を開拓 した。すなわち、ナノ寸法の合金構造を人工的に作 り、i
i新 しい物性を発現 させる方法を示 した点で、粉体粉末冶金学の進歩に大きく貢献 した。」i
●金属 材料研 究所 発行 出版 物 ●
r暉..一 甲 一一 一.一 ・.幽 幽 幽 ・..・ 曹-・ ・-・-・ ・t・ ・,.・,,■ 軍 ・,軍 軍.■ ■ 冒.山 山.■.L■ ・ 幽 曽..一.一 一 邑 ■ ■ ■層 ■.謄 層.・..一..昌 畳..■ ■.■.謄 謄 謄..,■,,,,.,尋 一"...,...昌 一.幽 幽 幽 ・… ■ ・.・.・ ・ 弓5-'一........幽.幽 ・ 幽 噛 ・ ・.・ 幽 幽 ・ ・ …..・.・ ・.・.・.・ ●,,,l
i1)研 究所概要 パ ンフ レッ トr東 北 大学金属材 料研究所1995』 … … … … … … …1995年5月 発行i
i2)広 報 紙rlMRニ ュース』(No,21-23)… … … … … … ・・1995年4月 ・8月発行 、12月 発 行予定i
i3)共 同研究報告書i
ir東 北大学 金属材料研究所 研究部 共同研究報告 』 … … … … ・… … … … … …1995年5月 発行i
ir東 北大学 金属材料研究所 強磁場 超伝導材料研究 セ ンター 平成6年 度年次報告 』i
i… … … … … … ・・… … … … … …1995年6月 発行i
　 　 ド
i『 新 素 材 開 発 施 設 共 同 利 用 研 究 報 告 書 』 … … ・… … … … ・… ・… … … … …1995年6月 発 行i・
i4)論 文 リ ス トi
irList(ガP・pers肋1'shedbythe・Mε 川幡(ガ1励'ute/brMater'・lsRe∫e・rchT・h・kuUniver∫ity』i
i… … … ・… … … ・・… … … … …1995年 秋 発 行 予 定i
i5)外 部 評 価 報 告 書(1995.4実 施)… … … … … ・… ・・… … … … …1995年 秋 発 行 予 定i
i6)自 己 評 価 報 告 書(1993・1994年 版)・ … … … ・… … … ・… … … … …1995年 秋 発 行 予 定i
i7)論 文 集(Sci.Rep.RITU,A)i
irMaterialsDes'9η わyComputerSimu'o"on〃-/レ1'croclusters,Sutface,andGrainBoundar'es-』i
i`VoL41.2)… … ・・… ・… … ・… ・… … … ・…1995年 末 発 行 予 定i
i『AmorphOttsMaterialsXレ71』(レ 冨42-1♪ … ・… ・… … ・… … ・… … ・… ・…1995年 末 発 行 予 定i
L,響 層,.層 層 層 國 層 層 層 響 層,.,響 響,,,,,,,,冒"冒,國 國層.層,.,..,,,國 冒 冒 冒,,冒,H冒,冒 層邑,層 昌.響 冒 冒,層 冒 ■ 國.■ 謄國..畳.層 畳一.・ ■ ■ 邑 ■ ■ 邑邑 邑.邑 ■ 謄畳 ■ ■ ■ ■ 邑 ■ 齢 ■・ 督 愚 ・ … 謄9,帽 帽帽 層 層 層 層 層 響 層響 層.,響 雫F弓....,..................引........,・...・....1
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■ 外 来 者 に よ る 講 演 会(1995.4-1995.7)●
〈研 究 会 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 春 季 ・秋 季 講 演 会 、 本 所 職 員 に よ る講 演 会 は 除 く 〉
ノ ー ス ウ エ ス タ ン 大 学(米)飯 井 政 博 教 授 『材 料 研 究 の 新 た な 傾 向 一 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 実 験 の 結 合 』
(本 多 光 太 郎 記 念 セ ミ ナ ー ・松 井 研)4/17
姫 路 工 業 大 学 理 学 部 石 井 靖 助 教 授r準 結 晶 と フ ェ イ ゾ ン 』(井 上 研)4/25
Erlangen-NUrnberg大 学(独)G.MUIIer教 授r半 導 体 結 晶 成 長 技 術 に つ い て 』(福 田 研)5/15
r、 通 産 省 産 業 技 術 融 合 領 域 研 究 所 ク ラ ス タ ー サ イ エ ン ス グ ル ー プDr ,B.Hafskjold
r分 子 動 力 学 法 に よ る レ ナ ー ド ・ ジ ョー ン ズ系 の 相 図:C60へ の 応 用 』(川 添 研)5/19
カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レ ー 校(米)E,R.Weber教 授
『GaN-themostpromisingwidegapsemiconducto「 』(小 松 研)5/2g
ツ ー ロ ン 大 学(仏)A.Sebaoun教 授rPhasediagramin(Bi ,Pb)-Sr-Ca-Cuつsystem:
influenceofpartialconstraintoxygenpressure』(庄 野 研)5/29
北 海 道 大 学 工 学 部 広 田 栄 一 教 授r巨 大 磁 化 を め ぐ る 話 題 』(藤 森 研)5/31
イ ン ド理 科 大 学(イ ン ド)K,Chattopadhyay教 授 『TransformationsinNanoparticles』
(増 本 研)6/13
京 都 大 学 化 学 研 究 所 金 谷 利 治 助 教 授r高 分 子 ゲ ル の 構 造 と 構 造 形 成 過 程 』(鈴 木 研)6/19
01mp縄S噛 繋Tご 邑il沓瀦 畠鵬9乙`8蒲dicine(英)D"1・Kamiya(桜 井研)7/、
名 古 屋 工 業 大 学 大 塚 俊 明 助 教 授
『ラ マ ン分 光 法 に よ る 金 属 一 陰 イ オ ン結 合 の キ ャ ラ ク タ リゼ ー シ ョ ン』(橋 本 研)7/4
NKK総 合 材 料 技 術 研 究 所 大 内 千 秋 主 幹r材 料 開 発 の 新 し い 視 点 』(花 田 研)7/10
長 岡 技 術 科 学 大 学 打 木 久 雄 助 教 授
rll-Vlお よ び1-lll-Vl2族 化 合 物 半 導 体 の 励 起 子 と 共 鳴 ラ マ ン散 乱i(八 百 研)7/17
HughesResearchしab.Co.Ltd.(米)Dr .DavidSumida
rYb3+イ オ ン を 用 い た 新 し い 高 効 率LD励 起 固 体 レ ー ザ ー 』(福 田 研)7/18
シ ュ ツ ッ ツ ガ ル ト大 学(独)主 任 研 究 員Dr.K .Lassmann、Dr.H.Schroth
『lnvestigationofAcceptor-DopedSiliconbyEDSRat24GHz,33GHz,
and60GHz』(兼 小 松 研)7/21
次のペー ジへつづ く
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前 ページのつづき●外来者 による講 演会(1995.4-1995.7)●
ペ ン シ ル ヴ ァ ニ ア 大 学(米)江 上 毅 教 授
r日 米 研 究 環 境 の 問 題 点 一 金 研 の 発 展 の た め に 』(所 長)7/28
ケ ン ブ リ ッ ジ大 学(英)材 料 科 学 科 助 手Dr.P.DBrown
『Electronmicroscopyintheassessmentofsemiconductorepitaxialgrowth』
(兼 小 松 研)7/31
ケ ン ブ リ ッ ジ大 学(英)研 究 員Dr.T.Walther(
『Transmis$ionelectronmicroscopystudyofsemiconductinglayerstructures』
(兼 小 松 研)7/31
● 主 な 見 学 者(1995.4-1995.7)●
・フ ラ ン ス 国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー(CNRS)・ 今 枝 由 郎 ・4月12日




・California大 学 バー ク レー校(米)・E .R,Weber教 授 ・5月30日
・東北 イ ンテ リジェン トコスモ ス事務局 ・4名
・米国 テキサ ス州 ダ ラス市 セ ン ト・マーカス中学校 ・11名 ・6月19日
・先進機能創 出加工技 術研究組合 ・38名 ・6月20日
・韓 国 機械研究 院 ・権 埴哲 ・6月23日
・文部省学術 国際局学術課 ・2名 ・6月27日
・日本学術振 興会 第124委 員会 ・30名 ・6月30日
・中国 科学 院(北 京半導体 研究所、上海硅酸塩研究所等)・8名 ・7月18日
・韓国 全北大学校 ・総長 ほか3名 ・7月19日
・(財)宇 宙環境利 用推進 センター(JSTU)・10名 ・7月25日
一34一
人 事 異 動
(t995.4.15-1995.8.1)
A.教 官
氏 名 年月 日 身 分 異動種別 部 門 等
野 尻 浩 之1995.5.1助 教授 転入 磁気物理学部 門
張 聯 盟19955.1助 手 新規採用 特殊耐熱材料学部 門
余 京 智1995.6.1講 師 昇任 材料科学情報室
「)水 関 博 志1995
.7.1助 手 襯 採用 材 料科輔 報室
李 興 中1995.8.1助 手 新規採用 不定 比化 合物物性 学部 門
SCHAFERNorbertl995.4.15辞 職(シ ーメ ンス社)
高 橋 学1995.5.16転 出(群 馬大学工学部)
B.卓 越 した研 究拠点(COE)事 業推進 による非常勤研 究員
氏 名 年 月日 身 分 異動種別 部 門 等
1(
,
稲 葉 克 彦19955.1講 師 新規採用 結 晶材料 化学部門
森 川 啓 志19955.1講 師 新規採用 電子材料物性 学部 門
李 徳 新1995.5.1講 師 新規採用 ランダム構造物 質学部 門
勅使河原 誠19955,1講 師 新規採用 材料照射工学部 門
張 波 葬19955.1講 師 新規採用 金属表面化学部門




氏名 ・所属 ・身分 招 聴期間 研究 テーマ 受入制度 ・身 分 ・ 〈世話部 門〉
齊藤 明夫1995.4.1一 二酸 化炭素の電解 還元 にお 客員部門1種
通 商産業省工 業技術 院九州工業技術1995.9.30け るアモル ファス合金の電 材料設計 学研 究部 門
研究所 研 究室長 極特 性 併任教授 〈橋本研 究室 〉
太田 仁1995.4.1一 強磁 場サ ブ ミリ波ESRに 関 客員部門1種
神戸大学 理学部 助教授1995.9.30す る実験的研 究 材料 プロセス評価 学研 究部 門(
併任助 教授 〈本河研 究室 〉
寳野 和博1995.7.1一 ア トムプローブ電界 イオン 客員部 門1種
科学技術 庁金属材料技術研究所1996.3.31顕 微 鏡 に よる材料の微細構 新素材 開発施 設 併任 助教授
主任研 究官 造組織 に関す る研 究 〈新素材開発 施設 〉
宇 田 聡1995.4」 一 融液構造の 内在的不均一 に 客員部 門II種
三菱マ テ リアル(株)先 端事業本部1995.9.30よ る固液界面不安定性の研 材料物性学研 究部門 客員教授
課長代 理 究 〈福 田研 究室>
NISSEN,Hans-Udel995.6.15一 準結 晶の構造 と準結晶成長 客員部 門III種
スイス チュー リッヒ工科大学1995.12,14の モルフ ォロジー一に関す る 物質創製学研 究部門
教授 研究 客員教授 〈平 賀研 究室>
POBORTCHI,Vladimirl995.2.1一 ゼオ ライ ト中のナノ構造物 客員部 門III種(
ロシアA.Eヨ ッフェ物理工学研 究1996.3.31質 の作製 と機i能評価 新素材 開発施設 客員教授
所 主任研究員 〈新素材 開発 施設>
SLUITER,MarselHenricusFranciscus1994.2.12一 相 図 に関す る第1原 理 的シ 寄付研 究部 門(日 立)
アメ リカ合衆 国 ロー レンス ・リバ1995.9.30ミ ュ レー シ ョン 材料設計 シミュレー シ ョン
モア国立研 究所 研究 員 客員助教授 〈川添研 究室>
PARLINSKI,Krzysztof1995.4.6一 分子動力学 に よる基板上の 寄付研 究部 門(日 立)
ポー ラン ド 原子核物 理学研 究所1995.9.30結 晶成長 シミュ レーシ ョン 材料設計 シミュレー シ ョン
教授 研 究 客員教授 く川添研 究室 〉
一一36一
B.日 本学術振興会 など
氏名 ・所属 ・身分 招聴期間 研究 テーマ 受入制 度 ・身分 ・ 〈世話部 門>
wILLIs,RoyFlgg5.6.15一 表面磁性 の研 究 日本 学術 振興会 外 国人招聰
ペ ンシルバニ ア州立大学物理学科1995 .8.5研 究者 〈教授 ・櫻井 利夫 〉
教授
KARplERZ,Krzysztoflgg4.ll.30.化 合物薄膜の ナノス ケー一ル構 日本 学術振 興会 外 国人特別
ポー ラン ド ワル シャワ大学物理科1995.ll.29造 制御 による電子機 能の開拓 研 究員 ・新 プ ログ ラム
学部門 研 究助手 〈助教授 ・粕谷 厚生>
RINGER,Simonpeterlgg5.1.16一 ア トムプローブFIMに よる 日本 学術振 興会
オース トラ リア モ ナシュ大学1996」,15高 力 アル ミニ ウム合金の時効 外 国人特別研究員(オーストラリア)
○ 研 究員 析 出の研 究 く教授 ・櫻井 利夫>
JIAJin-Feng(買 金鋒)玉995.4.1-STM及 びQKLEEDに よる表面 日本学術振興会
中国 北京 シンクロ トロン放射研 究1996.3.31と 界面の原子配列構造 の研究 外 国人特別研究員 ・新 プログ
所 助手 ラム 〈教授 ・櫻井 利 夫>
BARNAKOV,YuriiAnatolievichlgg5.4.1.化 合物薄膜のナ ノスケール構 日本学術振興会
ロシア ヨ ッフェ物理工学研 究所1996.3.31造 制御 による電子機 能の開拓 外国 人特別研究員 ・新 プログ
大学院生 ラム<助 教授 ・粕谷 厚 生>
TINDALL,Craiglgg5.65一 ポ イン トプローブ法 に よる界 日本学術振興会
アメリカ カリフォルニ ア ァー一ビlgg6.6.4面 の原子 レベルでの研究 外国人特別研 究員(アメリカ)
ン大 学 学生 〈教授 ・櫻井 利夫>
ZHAO,BaoRong(趙 宝栄)lgg4.10,21一 セ ラミックス基 の複合材料 に 中国政府派遣研究 員
中国 内蒙古 金属 材料研 究所1995.10.20つ いての研究 〈教授 ・平井 敏雄 〉
(}第 一研究部 助教授
LEE,KapHolgg5.6.22.A1-Li系 合金 の析 出相 に関す る 帰 国外 国人留学生短期研究制
韓 国 忠南大 学校 工科大学 助教授1995.8.22研 究 度 に基づ く外 国人研究者
〈教授 ・平賀 賢 二>
EL-ESKANDARANY,Mohamed1995.5.1.超 清 浄環境下での固相化学反 卓越 した研究拠点(COE)事 業
Sherif,MohamedMostafa1996.3.31応 に よるナノグラニ ュラー物 外 国人研究員
エジプ トアル ・アザール大学 講 師 質創製 と機能評価 〈鈴木研究室>
CHEN,Haolgg5,5.1一 三次元人工格子膜の磁性 に関 卓越 した研 究拠点(COE)事 業
中国 復旦大学 助教 授1996.3.31す る理論的研 究 外 国人研 究員
く川添研 究室 〉
-37-一
最近発表 された論文等 リス ト










































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
andHayash三Y.
95_012Pb-Sn系 急 速 凝 固 線 材 の 特 性 と 微 細 精 密 接 続 小 柏 俊 典 ・ 井 上 明 久 日 本 金 属 学 会 誌58



































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト











































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト































95-040欠 陥 ペ ロ ブ ス カ イ トLaTa30,の 交 流 電 気 伝 導 後 藤 孝 ・ 陳 俊 維J.Ceram.Soc.Jpn.,








最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト









































最 近 発 表 さ れ た論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
95-053ア ー ク 溶 解 法 に よ るSiC-B・C共 晶 セ ラ ミ ッ ク 後 藤 孝 ・ 伊 藤 永 二 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42
ス の 硬 さ と 微 細 組 織 平 井 敏 雄(1995),469-473
95-054ア ト ム プ ロ ー ブ の 最 近 の 動 向 と 磁 性 薄 膜 の 微 宝 野 和 博 ・ 桜 井 利 夫 表 面 科 学16
細 組 織 解 析 へ の 応 用(1995),127-134
95-055Nd-Fe-Bア モ ル フ ァ ス 粉 末 の 衝 撃 成 形 固 化 坂 口 善 樹 ・ 原 田 哲 治 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42
久 慈 俊 郎 ・ 福 岡 清 人(1995),304-308






























95-063Cu-Nb補 強 安 定 化 型Nb3Sn線 材 渡 辺 和 雄 ・ 淡 路 智 フ ジ ク ラ 技 報86
後 藤 謙 次 ・ 岩 崎 庄 治(1994),1-5
定 方 伸 行 ・ 斎 藤 隆
一43一
最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
河 野 宰
95-064超 電 導 材 料 一 金 属 系,有 機 系 渡 辺 和 雄 ・ 小 林 典 男 工STECジ ャ ー ナ ル8
神 定 良 昌 ・ 能 登 宏 七(1995),29-60
伊 膝 大 佐 ・ 太 刀 川 恭 γ
竹 内 孝 夫 ・ 中 川 愛 彦
山 崎 裕 文 ・ 井 上 廉i



































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト































95-079酸 化 物 分 散 強 化 バ ナ ジ ウ ム 合 金 の 開 発 と 照 射 中 島 邦 久 ・ 柴 山 環 樹 日 本 原 子 力 学 会 誌37
効 果 茅 野 秀 夫(1995),338-345









最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト









































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト












































95-107徐 冷 凝 固 法 に よ る 金 属 ガ ラ ス の 作 製 と 性 質 井 上 明 久 材 料 化 学 工 学 一r新材 料 プ ロ
セッシング ー,化 学 工 学 学 会
関 東 支 部 編,(1994),
93-104
95-108ホ ッ ト プ レ ス 法 に よ るFe-Zr-B系 非 晶 質 粉 末 河 村 能 人 ・ 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42
の 固 化 成 形 小 島 章 伸 ・ 増 本 健(1995),40-46(
95-109擬 似 等 方 圧 下 で のMAア モ ル フ ァ ス 粉 末 の パ ル 木 村 博 ・ 及 川 武 男 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金42





















95-116メ ゾ ス コ ピ ッ ク な 磁 性 材 料 の 技 術 磁 化 藤 森 啓 安 応 用 磁 気 学 会 研 究 会 資 料
一 ナ ノ メ ー タ 微 細 組 織 制 御 の 効 果 一 日 本 応 用 磁 気 学 会
,
MSJ89-1(1995),1-9
95-117最 近 の 巨 大 磁 気 抵 抗(GMR)の 研 究 藤 森 啓 安 高 梨 弘 毅 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌19
三 谷 誠 司(1995),4-12
-48一
最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト
95-118Co-Al-0グ ラ ニ ュ ラ ー 合 金 薄 膜 に お け る ト ン 三 谷 誠 司 ・ 藤 森 啓 安 応 用 磁 気 学 会 研 究 会 資 料
ネ ル 型 巨 大 磁 気 抵 抗 効 果 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会,
MSJ88-14(1995),
71-76
95-119高 電 気 抵 抗 軟 磁 性 膜 大 沼 繁 弘 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌19
(1995),19-25
95-120高 抵 抗Co基 膜 の 構 造 と 磁 気 特 性 に 及 ぼ す 磁 場 大 沼 繁 弘 ・ 三 谷 誠 司 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌19
中 熱 処 理 効 果 藤 森 啓 安 ・ 増 本 健(1995),425-428
95-121複 合 磁 気 異 方 性 を 付 与 し たNiFeCo/Cu人 工 格 斎 藤 今 朝 美 ・ 柳 田 康 彦 技 術 部 技 術 研 究 報 告16

































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト


























95-134大 過 冷 液 体 の 利 用 に よ る 新 し い 非 平 衡 構 造 相 井 上 明 久 金 属65(
の 創 製 と 新 素 材 開 発(1995),[1]45-52












最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト









































最 近 発 表 され た論 文 等 リス ト

































95-159EFG法 に お け る ル チ ル 単 結 晶 の 成 長 町 田 博 人 工 結 晶 と 新 材 料 の 創 製
,人 工 結 晶 工 学 会 編,三
共 出 版,(1994),32-42
95-160急 冷 条 件 下 で の 核 形 成 と フ ラ ク タ ル 成 長 大 野 か お る 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌21
(1994),S75-S80
95-16工sTMに よ るsi(111)へ のAlcl,分 子 の 吸 着 プ ロ 滝 口 隆 晴 ・ 植 杉 克 弘 表 面 科 学16
セ ス の 観 察 と 反 応 表 面 で の 原 子 ・分 子 操 作 吉 村 雅 満 ・ 八 百 隆 文(1995),141-146
-52一
最 近 発 表 され た 論 文 等 リ ス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
95-162走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 に よ る シ リ コ ン 固 相 エ ビ 植 杉 克 弘 ・ 小 村 琢 治 表 面 科 学16
タ キ シ ー 過 程 の 観 察 吉 村 雅 満 ・ 八 百 隆 文(1995),105-112


































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト










































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト






































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト


































































































































































最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リ ス ト











95-245陽 電子 を使 ったアル ミナお よびシ リカ中の照 長谷 川雅幸 まて りあ33(
射 欠 陥 の 研 究(1994),1377-1381
95-246機 器 中 性 子 放 射 化 分 析 法 に よ る 頭 髪 標 準 試 料 鈴 木 章 悟 ・ 平 井 昭 司 分 析 化 学43



















95-251鉄 鋼 の 原 子 ス ペ ク ト ル 分 析 広 川 吉 之 助 鉄 と 鋼81
(1995),N225-N232
95-252金 属 中 微 量 元 素 の 分 析 は 重 要 で あ ろ う か 広 川 吉 之 助 ま て り あ34
(1995),255--257
95-253混 合 溶 媒(メ タ ノ ー ル/水)中 に お け るTm3+菅 沼 英 夫 ・ 佐 藤 伊 佐 務 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
の 化 学 的 挙 動 の 研 究 高 橋 三 幸 ・ 三 浦 重 幸27(1994),23-26
-60一
最 近発 表 され た論文等 リス ト
95-254鉄 鋼 な ど の 金 属 材 料 高 田 九 二 雄
.最 先 端 分 析 技 術 と そ の 応
用,田 口 勇 編,ア グ ネ 技
術 セ ン タ ー,(1995),
231-244
95-255斜 入 射 条 件 下 に お け る 取 り 出 し 角 依 存 一 蛍 光 辻 幸 一 ・ 水 戸 瀬 賢 悟X線 分 析 の 進 歩26
X線 分 析 法 に よ る 真 空 蒸 着 薄 膜 お よ び 溶 液 滴 広 川 吉 之 助(1995),59-74
下 一 乾 燥 薄 膜 の 分 析
95-256固 体 表 面 分 析1我 妻 和 明 ・ 広 川 吉 之 助 固 体 表 面 分 析1,
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